
ICHTHY
ISSN 2435-7715

Natural History of Fishes of Japan

Ichthy, Nat. Hist. Fish. Jpn.

https://www.museum.kagoshima-u.ac.jp/ichthy/articles.html
https://www.jstage.jst.go.jp/browse/ichthy/-char/jaedited and published by the Kagoshima University Museum

ORIGINAL RESEARCH ARTICLE

Ichthy 6 ǀ 2021 ǀ 38

和歌山県串本町から採集された北限記録のミナミフエダイ Lutjanus ehrenbergii

松尾　怜 1・國島大河 2

A single specimen (57.6 mm standard length) of Ehrenberg’s 
Snapper, Lutjanus ehrenbergii (Peters, 1869), widely distributed 
in the Indo-West Pacific Ocean, was collected from Kushimoto, 
Wakayama Prefecture, Japan. In Japanese waters, this species 
has been recorded only from the Hyuga Nada area (east coast of 
Kyushu) and Yaeyama Islands (southern Ryukyu Archipelago). 
Therefore, this specimen represents the northernmost record for 
the species. Since the present specimen is considered to be an 
immature, it was most likely to be transported from southern re-
gion when egg to juvenescent stage by the Kuroshio Current.
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 Abstract

フエダイ科フエダイ属 Lutjanus Bloch, 1790は三大洋の

熱帯域から温帯域に分布する肉食性魚類である（Allen and 

Tablot, 1985）．本属魚類は世界から 72有効種が知られてお

り（Fricke et al., 2021），日本国内からは 26種が報告され

ている（林田ほか，2012；島田，2013）．このうち，ミナ

ミフエダイ Lutjanus ehrenbergii (Peters, 1869)はインド・西

太平洋の熱帯域に広く分布するが（Allen and Tablot, 1985；

Anderson and Allen, 2001），日本国内からの標本に基づく

記録は少なく，これまで日向灘および八重山諸島からの

み報告されていた（篠原，1966；Iwatsuki et al., 1989, 2017; 

Tachihara et al., 2003；島田，2013）．

2020年 10月 10日，紀伊半島南部の和歌山県串本町出

雲漁港から 1個体のフエダイ属魚類が採集された．本標本

の形態を精査したところ，計数形質や生鮮時の色彩からミ

ナミフエダイに同定された．本標本は日本国内における本

種の本州からの初記録であると同時に，分布の北限を更新

するものであるためここに報告する．

材料と方法
計数と計測は Hubbs and Lagler (1947)および Allen and 

Tablot (1985)にしたがった．標準体長は体長，または SL

の略記を用いた．計測にはデジタルノギスを用い 0.1 mm

単位で測定した．鱗および歯の観察にはサイアニンブルー，

脊椎骨の計数には軟 X線写真をそれぞれ用いた．生鮮時

の体色はWMNH-PIS12469のカラー写真（Fig. 1）に基づ

いて記載した．本研究に使用した標本は和歌山県立自然博

物館（WMNH-PIS：和歌山県海南市）に所蔵されている．

Lutjanus ehrenbergii (Peters, 1869)

ミナミフエダイ
（Fig. 1）

標本　WMNH-PIS12469，57.6 mm SL，和歌山県串本町

出雲漁港，33°27′00″N, 135°47′37″E，2020年 10月 10日，

手網，松尾　怜．

記載　背鰭条数 X, 13；臀鰭条数 III, 8；胸鰭条数 15；

腹鰭条数 I, 5；鰓耙数 6 + 15；側線有孔鱗数 46；側線上方

横列鱗数 5；側線下方横列鱗数 16；頬部鱗列数 5；脊椎骨

数 24．体各部の体長に対する割合（%）：頭長 37.9；眼径

11.1；両眼間隔 9.6；吻長 11.0；眼下高 4.1；上顎長 15.0；

体高 35.1；尾柄長 20.7；尾柄高 13.1；背鰭前長 41.7；背鰭

第 1棘長 4.9；背鰭第 2棘長 10.9；背鰭第 3棘長 12.5；背

鰭第 4棘長 14.4；背鰭最長軟条長 14.5（第 6軟条）；臀鰭

第 1棘長 6.1；臀鰭第 2棘長 12.7；臀鰭第 3棘長 13.0；臀

鰭最長軟条長 18.3（第 2軟条）；胸鰭長 26.8；腹鰭長 20.5；

腹鰭棘長 11.4；尾鰭長 27.2．

体は前後方向に長い楕円形で側扁する．体背縁の輪郭は

吻端から後頭部までは直線状，後頭部から背鰭基底後端ま

で上方向にゆるやかに膨らんだ弧状．体腹縁の輪郭は下顎

の先端から腹鰭始部までは直線状，腹鰭始部から臀鰭基底
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後端まで下方向へゆるやかに膨らんだ弧状．吻端は尖る．

眼は正円形で大きい．鼻孔は 2対で，前鼻孔と後鼻孔が近

接し，眼の前縁前方に位置する．前鼻孔の後縁に小さな皮

弁がある．口は斜位で，主上顎骨後端は瞳孔の中心直下よ

りわずかに前方に位置する．両顎歯は犬歯状で一列に並ぶ．

鋤骨には小円錐歯が密に並び三日月形の歯帯をなす．前鰓

蓋骨の後縁は細かな鋸歯状で，隅角部の直上がわずかに凹

む．頭部と体はほぼ全体が鱗に覆われるが，吻端から後頭

部，吻の側面，前上顎骨，下顎，および前鰓蓋骨の後部と

下部は無鱗．側線より上方の鱗列は側線とほぼ平行に並ぶ．

背鰭と臀鰭の軟条部，および尾鰭において，近位側のおよ

そ 1/3が小鱗で被われる．側線は完全で，鰓蓋上部から背

鰭第 4棘の直下までゆるやかに上向し，その後は尾柄中央

までゆるやかに下降し，尾柄中央から尾鰭基底まで体軸と

平行に走る．背鰭は 1基で棘条部と軟条部の間に浅い欠刻

がある．背鰭棘は第 4棘が最長で，その後徐々に短くなる．

背鰭軟条部外縁の輪郭は丸みを帯びる．臀鰭始部は背鰭第

1軟条の直下に位置する．臀鰭棘は第 3棘が最長．臀鰭軟

条部の外縁の輪郭は丸みを帯びる．尾鰭は中央部がごく浅

く湾入した截形．胸鰭の先端はやや尖り，背鰭第 8棘始部

の直下に達する．腹鰭始部は背鰭始部の直下のわずかに前

方に位置する．腹鰭の先端はわずかに糸状に伸長する．

色彩　生鮮時，頭部と体側の上方 1/4の地色は黄褐色で，

背面に向かうにしたがい濃色となる．頭部と体側の下方

3/4の地色はオリーブ色を帯びた銀白色で，腹面に向かう

にしたがい明色となる．体側に橙褐色の 6縦線が入る．上

から 1本目の縦線は不明瞭で，側線の 1–2鱗列上方を背縁

と平行しながら，胸鰭基底の直上から背鰭基底の後端の直

下まで縦走する．2本目はほぼ側線上を側線の始部から尾

鰭基底まで縦走する．3本目は側線の 1–2鱗列下方を体軸

と平行に縦走し，側線と交差する位置で 2本目の縦線につ

ながる．4本目は 3本目の縦線の 1–2鱗列下方を体軸と平

行しながら，鰓蓋後縁から尾鰭基底まで縦走する．5本目

は 4本目の縦線の 1鱗列下方を体軸と平行しながら，胸鰭

基底の前端から尾鰭基底まで縦走する．6本目は 5本目の

縦線の 2鱗列下方を胸鰭基底の後端から体軸と平行しなが

ら縦走するが，後方に向かうにしたがい不明瞭となり，尾

鰭基底には達しない．体背側の背鰭第 9棘直下から第 7軟

条直下にかけてほぼ正円形の暗色斑がある．暗色斑の直径

は眼径のおよそ 1.5倍で，下端からおよそ 1/3の位置を側

線が横切る．虹彩は黄銅色で上縁が黒ずむ．瞳孔は黒色．

背鰭の地色はくすんだ黄色で棘条部の鰭膜の先端 1/3が橙

色を帯びる．背鰭軟条部の被鱗域はオリーブ色で，第 1–6

軟条とその間の鰭膜の先端が白色．臀鰭の地色はくすんだ

黄色で，棘条と第 1軟条の前縁が白色．臀鰭軟条部の被鱗

域はオリーブ色．尾鰭の前方 1/3はオリーブ色，後方 2/3

はくすんだ黄色で，その後縁がわずかに黒ずむ．尾鰭の上

下縁の鰭条は橙色を帯びる．胸鰭は透明で，基部がくすん

だ黄色．腹鰭棘と腹鰭第 1軟条の前縁は白色で，腹鰭の前

縁を除く前方 1/3が橙色を帯びる．

分布　本種はアフリカ東岸から台湾，インドネシアか
らニューギニア島，東部オーストラリア，およびパラオか

らミクロネシア連邦，ポンペイ島までの島嶼域にいたる

インド・西太平洋に広く分布する（Allen and Tablot, 1985; 

Fig. 1. Fresh specimen of Lutjanus ehrenbergii (WMNH-PIS12469, 57.6 mm SL) from Kushimoto, Wakayama Prefecture, Japan.
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Anderson and Allen, 2001）．日本国内では和歌山県串本町

（本研究），日向灘（Iwatsuki et al., 2017），および八重山

諸島の石垣島と西表島（篠原，1966; Iwatsuki et al., 1989; 

Tachihara et al., 2003；島田，2013）から報告されている．

生息環境　本種の未成魚は八重山諸島ではマング
ローブ帯や河口域等の汽水域で観察，採集されているが

（Iwatsuki et al., 1989; Tachihara et al., 2003），本標本は周囲

に河川の流入の無い漁港内で採集された．

備考　Allen and Tablot (1985)は Lutjanus ehrenbergiiの識

別的特徴として次の形質を示した：背鰭条数 X, 13–14（本

研究の記載標本では X, 13，以下同様）；臀鰭条数 III, 8（III, 

8）；胸鰭条数 15–16（15）；側線有孔鱗数 42–47（46）；側

線上方横列鱗数 5（5）；頬部の鱗列数 5（5）；鰓耙数 6–7 

+ 10–14（6 + 14）；標準体長は体高の 2.5–3.0倍（2.8倍），

頭長の 2.5–2.8倍（2.6倍），頭長は吻長の 3.0–3.4倍（3.4

倍），眼径の 3.4–4.1倍（3.4倍），両眼間隔の 3.9–5.1倍（4.0

倍），上顎長の 2.3–2.5倍（2.5倍），眼下高の 8.6–10.3倍

（9.3倍）．本研究で記載した和歌山県産標本の下枝鰓耙数

は15であり，彼らが示した下枝鰓耙数の幅より1本多いが，

Iwatsuki et al. (1989)は本種の下枝鰓耙数を 12–15と報告し

ていることから，本研究ではこれを種内変異の範囲と判断

した．本標本は，鰓耙数以外の特徴が上記の識別的特徴と

よく一致したこと，加えて側線より上方の鱗列が側線とほ

ぼ平行に並ぶことや色彩の特徴が一致したことから本種に

同定された．また，島田（2013）は本種の特徴として鋤骨

歯帯の突出部を挙げているが，Allen and Tablot (1985)は体

長 120–150 mm以下の未成魚では歯帯の突出部を欠き，成

長に伴い突出部が発達することを報告している．本研究で

記載した標本は鋤骨歯帯の中央部が後方に突出しないもの

の，本標本は体長 57.6 mmの未成魚であるため，歯帯の

突出部が発達する前の成長段階であると考えられる．

篠原（1966）は八重山諸島の石垣島から採集された標

本を Lutjanus johnii (Bloch, 1792)に同定し，和名ミナミフ

エダイを提唱した．しかし，Iwatsuki et al. (1989)は，篠原

（1966）が L. johniiに同定した標本を Lutjanus ehrenbergii 

(Peters, 1869)に再同定し，L. johniiが実際には日本に分布

していないことを示した．その際，ミナミフエダイの和

名は L. ehrenbergiiに対して用いられた．なお，その後 L. 

johniiは林田ほか（2012）によって宮崎県日南市から報告

され，和名カドガワフエダイが提唱されている．

日本国内における本種の既存記録は宮崎県の日向灘，

および八重山諸島の石垣島と西表島のみであった（分布の

項を参照）．したがって本研究で記載した和歌山県産の標

本は，日本国内における本種の本州からの初記録であると

同時に分布の北限を更新するものである．ただし，上記の

とおり本標本はその体長から未成魚であると判断されるた

め，卵または仔魚の時に南方から黒潮によって偶発的に輸

送されたものと考えられる．
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